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豊明市文化系ジュニアクラブ事務取扱要領 
（目  的） 
第１条 この要領は、豊明市文化系ジュニアクラブ（以下「ＣＪＣ」という。）の事務を、

円滑かつ適正に運用するために、必要な事項を定めるものとする。 
（単位クラブ登録） 
第２条 ＣＪＣの単位クラブ登録を希望する代表者は、毎年度、役員会が定める日までに、

単位クラブ登録申請書（様式１）により申請しなければならない。 
２  役員会は、単位クラブ登録申請書が提出された場合、会長と協議し、承認する単位

クラブの代表者に、単位クラブ登録承認書（様式 2）を交付するものとする。 
（単位クラブの事業承認） 
第３条 単位クラブの代表者は、役員会の指定する日までに事業計画書（様式３）を提出し

なければならない。 
２  役員会は、提出された事業計画書により単位クラブの事業を承認し、予算案を策定

するものとする。 
（会  費） 
第４条 会員は、役員会の指定する日までに次に定める会費を納めなければならない。な

お、年度の途中からの入会にあっても、会費は年額納めるものとする。 
(1) 小学生の会費は、1 人年額  ５００円に CJC の加入する保険の掛金（以下「保険掛

金」という。）を加えた額とする。ただし、クラブの都合によりクラブ代表者が、事

務局に報告した上で１人年額  １，５００円に保険掛金を加えた額とすることができ

る。 
(2) 中学生の会費は、１人年額  １，５００円に保険掛金を加えた額とする。ただし、

クラブの都合によりクラブ代表者が、事務局に報告した上で１人年額 ５００円に保

険掛金を加えた額とすることができる。 
(3) クラブの代表者及び指導者は、会費を免除する。 

（単位クラブ支援金の積算基準及び支払） 
第５条 役員会は、会費及び豊明市補助金を受領後、単位クラブ支援金として、次に掲げ

る積算基準により積算し、支払うものとする。 
(1) 単位クラブ運営支援金 

     単位クラブ会員数×（会費－保険料相当額） 
(2) 単位クラブ活動支援金（１単位クラブ当り支援） 

      単位クラブ会員数      支 援  金 
          ５人 ～ １０人       １０，０００円 
        １１人 ～ ２０人      １５，０００円 
        ２１人 ～ ５０人     ２０，０００円 

５１人以上            ２５，０００円 
 (3) 単位クラブ運搬費特別支援金 

単位クラブの代表者は、単位クラブ運搬費特別支援金を要望する場合は、事業計画書
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(様式３)に記入しなければならない。ただし、請求するときは特別支援金支給請求書（様

式７）により請求し、領収書の写しを提出しなければならない。 
(4)初年度特別支援金 
初めて承認された単位クラブは、準備費用として初年度特別支援金 10，000 円以内を

支援される。 
 (5)単位クラブ会場費特別支援金 

単位クラブの代表者は、単位クラブ会場費特別支援金を要望する場合は、事業計画書 
(様式３)に記入しなければならない。ただし、クラブ運営上必要な範囲内での活動回数、

活動会場に限る。また、請求するときは特別支援金支給請求書（様式７）により請求し、

領収書の写しを提出しなければならない。 
２  単位クラブ支援金の各単位クラブへの支払いについては以下のとおりとする。 

（１）単位クラブ運営支援金については、会員登録の時期に応じて以下の 3 つの時期に

精算するものとする。 

当該年度の第１回役員会の 2 週間前までに登録した会員にかかる分・・・当該年

度の第１回役員会後に、手続きが完了次第。 

当該年度の第１回役員会の 2 週間前の翌日から 8 月末日までに登録した会員にか

かる分・・・9月の役員会が指定した期日 

当該年度の９月１日から 1 月末日までに登録した会員にかかる分・・・２月の役

員会が指定した期日 

（２）単位クラブ活動支援金の算出基準日は、当該年度の６月１日現在とする。 
３ 単位クラブの代表者は、単位クラブ支援金を、クラブ活動以外の費用に充てることが 

できない。 
４  単位クラブの代表者は、単位クラブ支援金の使途を、当該年度経過後、役員会が指

定する日までに、単位クラブ支援金実績報告書(様式８)により、事務局に提出しなけれ

ばならない。 
（指導支援金） 
第６条 ＣＪＣは、登録指導者が単位クラブの指導にあたった場合は、費用弁償として、

指導者１人１日１，５００円の指導支援金を支払うことができるものとする。 
（指導日誌） 
第７条 単位クラブの指導者は、指導内容を指導日誌（様式５）に記録しなければならな

い。 
（指導支援金の請求事務） 
第８条 単位クラブの代表者は、６ヵ月分（前期４月～９月、後期１０月～３月分）を半

期として指導支援金を、指導日誌の写しをＣＪＣ事務局に提出することにより請求するも

のとする。 
２  指導支援金は、単位クラブの指定した口座に半期毎に一括して支払うものとする。

なお、指導者への分配は、単位クラブ内で行うものとする。 
３  単位クラブの代表者は、指導支援金を指導者へ分配した後、領収明細票(様式６)を、
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事務局に提出しなければならない。 
（特別支援金） 
第 9 条 CJC は、クラブが特に専門的な知識・技能を有する講師等を依頼する必要がある

場合は、予算の範囲内において、次に掲げる基準により謝礼を特別支援金として、支払う

ことができるものとする。この場合、源泉徴収は、本人が行うこととする。 
（１）特別支援金は、１人１回当たり１２，０００円を上限とする。 
（２)   特別支援金は、他の用途に、流用できない。 
（３) 単位クラブの代表者は、特別支援金を CJC に請求するときは、特別支援金支給

請求書（様式７）により請求しなければならない。 
（４）単位クラブの代表者は、特別支援金が支給されたときは、領収書（様式９）を提

出しなければならない。 
２  単位クラブの代表者は、前項に規定する事業に補助員が必要な場合は、指導支援金

又は謝礼を支払うことができるものとする。ただし、この場合は、単位クラブ支援金

の範囲で支払うものとする。 
（単位クラブ支援金等の振込先の報告） 
第１０条 単位クラブの代表者は、単位クラブ支援金・指導支援金及び特別支援金の振込

先口座を振込依頼書（様式４）により報告しなければならない。 
（細則） 
第１１条 この要領に定めのない事項は、会長が別に定める。 
 
（附  則） 
  この要領は、平成１４年５月７日より施行する。 
（附  則） 

 この要領は、平成１６年１２月１６日より施行する。 

（附  則） 

 この要領は、平成１９年４月１日より施行する。 

（附  則） 

この要領は、平成２１年４月１日より施行する。但し、第４条については、平成２２年

４月１日より施行する。 

（附  則） 

 この要領は、平成２３年４月１日より施行する。 

（附  則） 

 この要領は、平成２４年５月１４日より施行し、平成２４年４月１日より適用す

る。 

 


